
39 

○ 特別活動 

学校の教育方針に基づき、望ましい集団活動を通して、心身の調和のとれた発達と個性の伸長を

図り、集団や社会の一員としてよりよい生活を築こうとする自主的、実践的な態度を育てるととも

に、人間としての在り方生き方についての自覚を深め、自己を生かす能力を養う。 

１ ホームルーム 

学校における生徒の基礎的な生活集団として編成したホームルームを単位として、ホームルーム

や学校の生活への適応を図るとともに、その充実と向上、生徒が当面する諸課題への対応及び健全

な生活態度の育成に資する活動を行う。 

２ 集  会 

⑴ 生徒集会の目的 

生徒集会は、全校の生徒が一堂に集り各種の催しを自分たちで計画し準備することに意義がある。

従ってどの生徒も出場する機会を持つようにし、誰も待ちこがれる楽しい計画を立てることが必要

である。 

⑵ 生徒集会と学校集会 

生徒の自主性を重視し、生徒集会が設けられる。従って学校集会では教師が中心となり、生徒集

会では生徒の自主性を可能な限り重視する。 

⑶ 内  容 

① 生徒会役員選挙、立候補者演説会 

② 生徒会則による定例会臨時会の総会 

③ 各種伝達式 

④ 各種部の勧誘演説会 

⑤ 新入生歓迎会 

３ 部・同好会 

⑴ 部・同好会活動は生徒会活動の一環として行われるものであるが、各部・同好会は、独自自由

に活動することができる。ただしあくまで生徒であることを念頭に置き、試験その他にさしつか

えない様にする。従って、部長は試験７日前になったら活動を中止する。 

⑵ 部・同好会活動においては、日常の校内練習研究は顧問指導の下に行われる。 

⑶ 部・同好会活動中、対外活動は、事前に顧問教師を経て学校長の許可を得てから行う。他校と

連絡を必要とする場合は、顧問教師より先方の顧問教師に連絡がついた後にするよう注意する。 

４ 委員会 

生徒会においては、各種委員会を設け自主的活動をし、各部の円滑な運営をはかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


